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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パチンコ機本体に位置固定された操作ハンドルに対して回動可能に組み付けられた操作
レバーを回動操作することによって遊技球が発射されるパチンコ機において、
　前記操作レバーとは別部材の回動操作部材と、
　該操作レバーと該回動操作部材を一体的に回動せしめる一体回動機構と、
　該回動操作部材を該操作レバーの回動軸方向で該操作レバーに対して相対変位せしめる
軸方向変位機構と
を設けて、且つ、
　前記回動操作部材には、回動軸方向に延びると共に、回動方向において回動軸に直交す
る方向の寸法が変化するように設定された連動軸が設けられている一方、前記操作レバー
には、該連動軸の断面に対応した断面で延びる挿通孔を備えた支持軸が設けられており、
該挿通孔に挿通された該連動軸の該支持軸に対する回動方向での相対回転が阻止されるこ
とで前記一体回動機構が構成されていると共に、該挿通孔に挿通された該連動軸が該挿通
孔によって回動軸方向に案内されることで前記軸方向変位機構が構成されるようにしたこ
とを特徴とするパチンコ機。
【請求項２】
　前記連動軸には、その軸直角方向に突出する突出操作片が設けられていると共に、前記
操作レバーには、その回動軸に直交する方向に突出する指掛操作片が設けられており、該
操作レバーの回動軸方向での投影において該突出操作片と該指掛操作片が少なくとも一部
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で重なるようにした請求項１に記載のパチンコ機。
【請求項３】
　前記操作ハンドルの突出端に対して、前記突出操作片を収容位置せしめると共に、該突
出操作片を収容位置せしめた状態下で前記操作レバーを回動操作した際に該突出操作片が
該操作レバーと一体的に回動せしめられることを許容する切欠が形成されている請求項２
に記載のパチンコ機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機本体に固設された操作ハンドルに対して回動可能に装着された操作レ
バーを回動操作することによって遊技球が発射されるパチンコ機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　良く知られているように、パチンコ機における遊技は、遊技機本体に突設された操作ハ
ンドルに対して回動可能に装着された操作レバーを回動操作することによって行われるよ
うになっており、このように操作レバーが回動操作されることで遊技球が遊技領域に向け
て発射されるようになっている。
【０００３】
　ところで、遊技球を発射するために回動操作される操作レバーというのは、その回動位
置（初期位置からの回動量）に応じて遊技球の発射強度が調節されるようになっている。
また、操作レバーを遊技者が直接持っていないと遊技球が発射されないようになっている
。従って、遊技者は、遊技時間中、操作レバーを略一定の回動位置に保持しつづけないと
いけないのであるが、その遊技姿勢に無理があると苦痛になってしまう。
【０００４】
　しかし、操作レバーが回動可能に装着された操作ハンドルは、一般に、遊技機本体に対
して位置固定に設けられている。また、遊技者が座る椅子も位置が略固定されていること
が多い。そのために、操作レバーを操作する際の遊技者の姿勢が、遊技者の体格等によっ
ては窮屈になる場合がある。そして、かかる窮屈な姿勢で遊技をすることに対して、遊技
者が不快感を感じるという問題があった。また、ひどい場合には、体の異常を生ずるおそ
れがあり、遊技者とパチンコ機が設置されたホールにとって共通の問題であった。
【０００５】
　なお、このような問題に対処するために、特許文献１において、パチンコ機の弾球機構
を操作するグリップの下方に設けられたソケットに対して、操作ボックスのコードの先端
に取り付けられたプラグを連結した場合に、グリップの操作によって作動する弾球機構を
操作ボックスに設けられたグリップの操作によっても作動させることが出来るようにした
ゲーム操作装置が、提案されている。
【０００６】
　このようなゲーム操作装置においては、遊戯者がパチンコ機に設けられたグリップを操
作する場合において、操作ボックスが必要でなくなることから、操作ボックスを片付ける
ためのスペースを確保する必要がある。かかるスペースとしては、パチンコ機が設置され
た台島のテーブルの上や遊技者の足下等が考えられるが、台島のテーブルの上には、多く
の場合、パチンコ機から払い出された賞球を収納する球箱が置いてあり、操作ボックスを
置くためのスペースを確保し難いという問題がある。また、遊技者の足下に置いた場合に
は、遊技者が誤って操作ボックスを蹴って壊してしまうおそれがある。
【０００７】
　また、特許文献２においては、遊技媒体発射ハンドルに設けられた遊技媒体の発射を調
節する回動可能部分の膨出部に対して当接せしめられる回転レバーを設けて、該回転レバ
ーと一体的に回転せしめられる回転板に巻かれたワイヤを、遊技者が座る椅子に設けられ
た操作ハンドルを回動操作して引っ張ることにより、回動可能部分を回転レバーで操作す
るようにした遊技機の遠隔操作装置が提案されている。
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【０００８】
　しかしながら、このような遊技機の遠隔操作装置においては、遊技媒体の発射を調節す
る回動可能部分の膨出部に対して回転レバーが当接せしめられていることから、遊技者が
遊技媒体発射ハンドルを握って回動可能部分を直接に回動操作したい場合に、回転レバー
を取り外さなければならないという問題があり、その作業が面倒であるという問題があっ
た。加えて、上述の特許文献１に記載のゲーム操作装置と同様に、取り外した回転レバー
を片付けるスペースを確保しなければならないという問題もある。
【０００９】
【特許文献１】特開平３－１７８６８２号公報
【特許文献２】特開平９－５１９７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ここにおいて、本発明は、上述の如き事情を背景として為されたものであり、その解決
課題とするところは、操作レバーの操作位置を速やかに変更することが出来ると共に、操
作レバーの操作位置の変更に必要な部材を片付けるためのスペースを有利に確保すること
が出来る、新規な構造のパチンコ機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　以下、このような課題を解決するために為された本発明の態様を記載する。なお、以下
に記載の各態様において採用される構成要素は、可能な限り任意の組み合わせで採用可能
である。また、本発明の態様乃至は技術的特徴は、以下に記載のものに限定されることな
く、明細書全体に記載されたもの、或いは、それらの記載から当業者が把握することが出
来る発明思想に基づいて認識されるものであることが理解されるべきである。
【００１２】
　本発明の第一の態様は、パチンコ機本体に位置固定された操作ハンドルに対して回動可
能に組み付けられた操作レバーを回動操作することによって遊技球が発射されるパチンコ
機において、（ａ）前記操作レバーとは別部材の回動操作部材と、（ｂ）該操作レバーと
該回動操作部材を一体的に回動せしめる一体回動機構と、（ｃ）該回動操作部材を該操作
レバーの回動軸方向で該操作レバーに対して相対変位せしめる軸方向変位機構とを設けて
、且つ、前記回動操作部材には、回動軸方向に延びると共に、回動方向において回動軸に
直交する方向の寸法が変化するように設定された連動軸が設けられている一方、前記操作
レバーには、該連動軸の断面に対応した断面で延びる挿通孔を備えた支持軸が設けられて
おり、該挿通孔に挿通された該連動軸の該支持軸に対する回動方向での相対回転が阻止さ
れることで前記一体回動機構が構成されていると共に、該挿通孔に挿通された該連動軸が
該挿通孔によって回動軸方向に案内されることで前記軸方向変位機構が構成されるように
したことを、特徴とする。
【００１３】
　このような本態様に従う構造とされたパチンコ機においては、操作レバーとは別に設け
られた回動操作部材が、一体回動機構によって操作レバーと一体的に回動せしめられるよ
うになっていると共に、軸方向変位機構によって操作レバーの回動軸方向で操作レバーに
対して相対変位せしめられるようになっていることから、回動操作部材を操作レバーの回
動軸方向で遊技者が操作し易い適当な位置に移動させて、かかる位置において回動操作部
材を回動操作することにより、操作レバーを回動操作することが可能となる。
【００１４】
　また、本態様に係るパチンコ機においては、回動操作部材を操作レバーの回動軸方向で
操作レバーに対して相対変位せしめる軸方向変位機構が設けられていることから、操作レ
バーの回動操作を回動操作部材の回動操作により行わない場合には、回動操作部材を操作
レバーの側に移動させておくことが可能となり、それによって、例えば、操作ハンドルの
内部やパチンコ機本体の裏側等のスペースを巧く利用して回動操作部材を片付けることが
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可能となる。
【００１５】
　従って、操作レバーとは別部材の回動操作部材を操作レバーの回動軸方向で遊技者が操
作し易い位置に移動させるという極めて簡単な作業によって、操作レバーの操作位置を、
遊技者の姿勢等に合わせて速やかに変更することが可能となり、また、例えば、操作ハン
ドルの内部やパチンコ機本体の裏側等のスペースを巧く利用して、操作レバーの操作位置
を変更するための部材（回動操作部材）を片付けるためのスペースを有利に確保すること
が可能となる。
【００１６】
　また、本態様に係るパチンコ機においては、操作レバーと回動操作部材が別部材とされ
ていることから、遊技球を発射する際の操作対象として操作レバーと回動操作部材の何れ
かを遊技者に選択させることが可能となり、それによって、回動操作部材が操作レバーに
対して回動軸方向で相対変位せしめられた状態であったとしても、回動操作部材を元の位
置に戻すことなく、操作レバーを操作することが可能となる。これにより、例えば、操作
レバーが回動可能に組み付けられた操作ハンドルが操作レバーの回動軸方向で相対変位可
能とされている場合に比して、操作レバーの操作位置の変更が面倒でなくなる。即ち、操
作レバーが回動可能に組み付けられた操作ハンドルが操作レバーの回動軸方向で相対変位
可能とされている場合には、操作レバーの操作位置を変更する際、操作対象が操作レバー
しかないことから、操作ハンドルを操作レバーの回動軸方向で移動させる必要があるが、
本態様に係るパチンコ機においては、操作対象として操作レバーと回動操作部材があるこ
とから、回動操作部材を元の位置に戻す作業をすることなく、操作レバーを直接に操作す
ることが可能となる。その結果、回動操作部材の操作レバーに対する相対位置を変更する
ことなく、操作レバーの操作位置を変更することが可能となる。
【００１７】
　さらに、本態様に従う構造とされたパチンコ機においては、一体回動機構と軸方向変位
機構の両方を簡単な構造によって有利に実現することが可能となる。
【００１８】
　また、本態様においては、操作レバーに設けられた支持軸が備えている挿通孔に対して
、回動操作部材に設けられた連動軸が挿通されていることから、回動操作部材の動きが、
操作レバーに対して直接に伝達されることとなる。これにより、例えば、回動操作部材の
動きをワイヤ等を介して操作レバーに伝達する場合に比して、回動操作部材を回動操作す
る場合であっても、操作レバーの回動操作量を微調整することが容易に可能となり、その
結果、操作レバーを直接回動操作する場合と同様に、遊技球を所望の発射強度で発射する
ことが可能となる。
【００１９】
　なお、本態様において、「回動方向において回動軸に直交する方向の寸法が変化するよ
うに設定された連動軸」とは、回動軸に直交する方向の断面が円形断面である場合のよう
に、連動軸を回動方向に回動せしめた際の回動軸に直交する方向の断面が常に一定の形状
に見えるのではなく、例えば、回動軸に直交する方向の断面が楕円形や三角形等のように
、連動軸を回動方向に回動せしめた際の回動軸に直交する方向の断面が回動方向に動いて
見えるような断面を備えている連動軸をいうものとする。
【００２０】
　本発明の第二の態様は、前記第一の態様に係るパチンコ機において、前記連動軸には、
その軸直角方向に突出する突出操作片が設けられていると共に、前記操作レバーには、そ
の回動軸に直交する方向に突出する指掛操作片が設けられており、該操作レバーの回動軸
方向での投影において該突出操作片と該指掛操作片が少なくとも一部で重なるようにした
ことを、特徴とする。このような本態様に従う構造とされたパチンコ機においては、操作
レバーに設けられた指掛操作片と連動軸に設けられた突出操作片が操作レバーの回動軸方
向において最も近接した位置にある状態で操作レバーを回動操作する場合であっても、突
出操作片が操作レバーの回動操作の邪魔にならないようにすることが可能となる。
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【００２１】
　本発明の第三の態様は、前記第二の態様に係るパチンコ機において、前記操作ハンドル
の突出端に対して、前記突出操作片を収容位置せしめると共に、該突出操作片を収容位置
せしめた状態下で前記操作レバーを回動操作した際に該突出操作片が該操作レバーと一体
的に回動せしめられることを許容する切欠が形成されていることを、特徴とする。このよ
うな本態様に従う構造とされたパチンコ機においては、操作レバーが回動操作せしめられ
た際に突出操作片が切欠内で操作レバーと一体的に回動せしめられるようになっているこ
とから、切欠の形状や突出操作片の形状等を適当に調節することにより、突出操作片が切
欠内に位置せしめられた状態で回動操作部材を回動操作することが可能となり、それによ
って、操作レバーの操作位置の変更に際して、その自由度を大きく確保することが可能と
なる。
【００２２】
　本発明の第四の態様は、前記第一乃至第三の何れかの態様に係るパチンコ機において、
前記連動軸における前記パチンコ機本体側の端部には、該連動軸の前記支持軸に対する相
対変位を制限するストッパが形成されていることを、特徴とする。このような本態様に従
う構造とされたパチンコ機においては、支持軸に形成された挿通孔からの連動軸の脱落を
有利に回避することが可能となる。
【発明の効果】
【００２３】
　上述の説明から明らかなように、本発明に従う構造とされたパチンコ機においては、操
作レバーと回動操作部材の両方を、遊技球を発射する際の操作対象とすることが可能とな
り、それによって、操作レバーの操作位置の変更を速やかに行うことが可能となる。また
、操作ハンドルの内部やパチンコ機本体の裏側等のスペースを巧く利用して、操作レバー
を直接操作する際に、回動操作部材が邪魔にならないようにすることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明を更に具体的に明らかにするために、本発明の実施形態について、図面を
参照しつつ、詳細に説明する。
【００２５】
　図１には、本発明の一実施形態としてのパチンコ機１０が示されている。このパチンコ
機１０の外枠１２には、パチンコ機本体としての中枠１４が開閉自在に取り付けられてい
る。また、中枠１４の上側部分には、ガラス枠１６が開閉自在に取り付けられている。な
お、図面上では明示されていないが、中枠１４には、ガラス枠１６の後方において、ガイ
ドレールによって囲まれた略円形の遊技領域を有する遊技盤が取り付けられている。
【００２６】
　また、ガラス枠１６の下方には、上皿１８を備える皿板２０が中枠１４に対して開閉自
在に取り付けられている。また、上皿１８の下方、即ち、中枠１４の前面最下部には、下
皿２２が取り付けられており、かかる下皿２２の右方には、操作ハンドル２４が突出して
設けられている。
【００２７】
　この操作ハンドル２４は、図２乃至６にも示されているように、中枠１４に対して位置
固定に設けられて、遊技者側に突出するハンドルベース２６と、該ハンドルベース２６の
突出端に対して固定されたハンドルカバー２８を備えている。ハンドルベース２６は、合
成樹脂材によって形成されており、略一定の断面でストレートに延びる固定部３０の延出
方向一方の端部に対して略御椀形状を有する取付部３２の底壁が外周面側から重ね合わせ
られるようにして一体形成された構造とされている。一方、ハンドルカバー２８は、合成
樹脂材によって形成されており、全体として御椀形状を呈している。
【００２８】
　このような構造とされたハンドルベース２６とハンドルカバー２８は、図面上では必ず
しも明らかではないが、ハンドルベース２６における取付部３２の底壁に突設された固定
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筒部３４の突出端と、ハンドルカバー２８の底壁部分に突設された固定筒部（図示せず）
の突出端が重ね合わせられて、ハンドルベース２６側の固定筒部３４に形成されている貫
通孔３６に挿通された固定ねじが、ハンドルカバー２８側の固定筒部に形成されたねじ穴
に螺挿されることで固定されるようになっている。そして、このようにハンドルベース２
６とハンドルカバー２８が固定されることによって、ハンドルベース２６における取付部
３２の開口端と、ハンドルカバー２８の開口端の間には、全周に亘って隙間が形成されて
おり、かかる隙間に対して、操作レバー３６が配されている。
【００２９】
　この操作レバー３６は、筒状部３８を備えており、かかる筒状部３８には、軸直角方向
外方（径方向外方）に突出する指掛操作片４０が周上の複数箇所（本実施形態では、三箇
所）に設けられている。また、筒状部３８の軸方向両端には、軸方向外方に突出する円環
状の支持片４２，４２が設けられている。そして、これらの支持片４２，４２の一方がハ
ンドルカバー２８に対して開口端から挿通されると共に、他方の支持片４２がハンドルベ
ース２６における取付部３２に対して開口端から挿通された状態で、操作レバー３６が上
述の隙間に配されるようになっている。また、このように操作レバー３６が配されること
によって、操作レバー３６は、その中心軸回りで操作ハンドル２４に対して回動可能に組
み付けられているのである。即ち、本実施形態では、操作レバー３６の中心軸が回動軸と
なっているのである。
【００３０】
　さらに、筒状部３８の内側には、筒状部３８の軸方向一方の側に開口する収納ボックス
４４が配されており、かかる収納ボックス４４は、一対の連結部４６，４６によって筒状
部３８に対して一体形成されている。そして、操作レバー３６が回動操作された際に、こ
れら一対の連結部４６，４６が取付部３２に固設された固定筒部３４に当接されるように
なっており、それによって、操作レバー３６の回動操作量、即ち、操作レバー３６の回動
可能な範囲が制限されるようになっている。なお、操作レバー３６の回動可能な範囲は、
一般に、一周以下の適当な角度範囲とされており、本実施形態では、略９０度とされてい
る。
【００３１】
　また、この収納ボックス４４には、支持軸４８が収容位置せしめられており、かかる支
持軸４８は、収納ボックス４４に収納位置せしめられた状態で、ネジ５０によって操作レ
バー３６に固定されている。これにより、支持軸４８が操作レバー３６に対して固定的に
設けられていることとなる。更にまた、支持軸４８には、収納ボックス４４に収容位置せ
しめられた状態で操作レバー３６の軸方向外方に向かって突出するボス部５２，５４が設
けられている。
【００３２】
　そして、支持軸４８が収納ボックス４４に収容位置せしめられた状態下において、ハン
ドルベース２６側に突出するベース側ボス部５２は、収納ボックス４４の底壁に形成され
た挿通孔５６に挿通された状態でハンドルベース２６側に突出せしめられていると共に、
その突出端がハンドルベース２６における取付部３２の底壁に形成された支持凹部５８に
挿通されている一方、ハンドルカバー２８側に突出するカバー側ボス部５４は、その突出
端がハンドルカバー２８の底壁に形成された支持凹部６０に挿通されている。なお、図５
では、固定筒部３４や後述する発射停止スイッチ，ボリュームスイッチ等の図示は省略し
てある。
【００３３】
　また、図面上では明示されていないが、ベース側ボス部５２の基端側外周面には係止歯
が形成されており、上述の如く支持軸４８が収納ボックス４４に収容位置せしめられた状
態下において、ベース側ボス部５２の基端側外周面に形成された係止歯は、取付部３２の
底壁に対して固定的に設けられたボリュームスイッチに連結されているボリュームピニオ
ンに対して噛合せしめられている。これにより、操作レバー３６が回動せしめられると、
操作レバー３６の動きが、操作レバー３６と一体的に回動せしめられるベース側ボス部５
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２に形成された係止歯によってボリュームピニオンに伝達されるようになっている。そこ
において、操作レバー３６の回動量とボリュームピニオンの回動量は同じとなるように設
定されており、それによって、ボリュームスイッチにより検出されるボリュームピニオン
の回動量が操作レバー３６の回動量と一致するようになっている。
【００３４】
　更にまた、カバー側ボス部５４には、巻ばね６２が挿通配置されている。この巻ばね６
２は、その一端部が支持軸４８に設けられた係止片６４に係止されている一方、他端部が
取付部３２の底壁に突設された係止突部６６に対して係止されている。これにより、操作
レバー３６には、回動操作方向（本実施形態では、時計回りの方向）と反対の方向（本実
施形態では、反時計回りの方向）に対して巻ばね６２による付勢力が及ぼされるようにな
っている。従って、操作レバー３６は、かかる巻ばね６２による付勢力に抗して、時計回
りの方向に回動操作されるようになっているのである。
【００３５】
　そして、このように巻ばね６２による付勢力が及ぼされている操作レバー３６は、連結
部４６，４６が取付部３２に固設された固定筒部３４に対して当接せしめられることで規
定されている操作レバー３６の回動可能な範囲の一端側に位置せしめられている。即ち、
操作レバー３６は、巻ばね６２の付勢力によって、回動可能な範囲の一端（始動端）に弾
性的に保持されるようになっているのである。
【００３６】
　また、支持軸４８には、金属材によって形成された摺動リング６８が挿通配置されてお
り、かかる摺動リング６８に対して金属製の摺接片７０が摺接されている。この摺接片７
０は、取付部３２の底壁を貫通するようにして固定されており、固定部３０内に設けられ
たタッチセンサ７２に対して接続されている。そこにおいて、本実施形態では、操作レバ
ー３６と支持軸４８には、略全面に亘ってメッキが施されており、それによって、操作レ
バー３６に人体（例えば、遊技者の指）が触れたことが、支持軸４８，摺動リング６８お
よび摺接片７０を介して、タッチセンサ７２によって検出されるようになっている。なお
、タッチセンサ７２としては、例えば、人体がもつ静電容量への充電現象を利用して、そ
の変化を検出する検出回路によって構成された従来から公知のもの、具体的には、摺接片
７０，摺動リング６８および支持軸４８を介して操作レバー３６が接続される発振回路が
内部に設けられており、操作レバー３６に人体（例えば、遊技者の指）が接触すると発振
回路の発振のバランスを崩して発振を停止させて、かかる発振の停止の有無により人体の
接触／非接触状態を検出するようにした検出回路によって構成されたものが採用される。
【００３７】
　更にまた、支持軸４８には、カバー側およびベース側ボス部５２，５４の両方の突出端
面に開口して、操作レバー３６の中心軸方向（回動軸方向）に延びる挿通孔７４が形成さ
れており、特に、本実施形態では、かかる挿通孔７４は、略Ｄ字断面でストレートに延び
るように形成されている。
【００３８】
　このような構造とされた支持軸４８に対して回動操作部材７６が組み付けられている。
この回動操作部材７６は、略一定の断面形状でストレートに延びる連動軸７８を備えてお
り、特に、本実施形態では、かかる連動軸７８は、挿通孔７４の断面よりも一回り小さい
略Ｄ字断面でストレートに延びている。
【００３９】
　そして、かかる連動軸７８が挿通孔７４に挿通配置されることによって、回動操作部材
７６が支持軸４８に対して組み付けられている。そこにおいて、本実施形態では、連動軸
７８の断面が挿通孔７４の断面よりも一回り小さいことから、連動軸７８が挿通孔７４に
挿通配置された状態下において、連動軸７８が挿通孔７４によって操作レバー３６の中心
軸方向に案内され得るようになっており、それによって、回動操作部材７６が、支持軸４
８、延いては、操作レバー３６に対して、操作レバー３６の中心軸方向（回動軸方向）に
相対変位可能とされている。また、本実施形態では、挿通孔７４の断面と連動軸７８の断



(8) JP 4539260 B2 2010.9.8

10

20

30

40

50

面が何れも略Ｄ字断面とされていることから、連動軸７８が挿通孔７４に挿通配置された
状態下において、回動操作部材７６を操作レバー３６の中心軸回りに回動操作した際に、
連動軸７８の支持軸４８に対する回動方向での相対変位が阻止されるようになっている。
【００４０】
　このことから明らかなように、本実施形態では、連動軸７８が挿通孔７４によって操作
レバー３６の中心軸方向に案内されることで、軸方向変位機構が構成されており、挿通孔
７４に挿通されている連動軸７８の支持軸４８に対する回動方向での相対変位が阻止され
ることで一体回動機構が構成されている。
【００４１】
　更にまた、連動軸７８の一方の端部は、ハンドルカバー２８に形成された貫通孔８０か
ら中枠１４の前方（遊技者側）に突出せしめられており、その突出端に対して、連動軸７
８の軸直角方向に突出する突出操作片８２が設けられている。なお、かかる突出操作片８
２は、連動軸７８に対して、動かすことが出来るようになっていても良いし、固定されて
いても良い。
【００４２】
　そこにおいて、本実施形態では、連動軸７８の軸方向の投影において、突出操作片８２
は、操作レバー３６が始動端にある状態で中枠１４の右側に位置せしめられる指掛操作片
４０に対してその一部が重なるようになっている（図６参照）。
【００４３】
　また、連動軸７８が挿通孔７４に挿通された状態下において、連動軸７８における突出
操作片８２が設けられたほうと反対側の端部は、中枠１４に形成された貫通孔８３から中
枠１４の裏側に突出せしめられており、かかる端部には、円形ブロック状のストッパ８４
が一体形成されている。
【００４４】
　そして、回動操作部材７６が遊技者側に引っ張り出されて、ストッパ８４が取付部３２
の底壁に当接せしめられることにより、回動操作部材７６の遊技者側への移動が制限され
るようになっている。
【００４５】
　因みに、本実施形態では、ストッパ８４が取付部３２の底壁に当接せしめられるまで回
動操作部材７６が遊技者側に引っ張り出された状態で、回動操作部材７６における遊技者
側の端部、即ち、連動軸７８における突出操作片８２が設けられたほうの端部は、パチン
コ機１０が設置されている島設備８６におけるテーブル８８の縁の略真上乃至はテーブル
８８の縁よりも中枠１４側に位置せしめられるようになっており、それによって、回動操
作部材７６が最も引っ張り出された状態であっても、他のパチンコ機で遊技をする等の目
的で席を移動する遊技者の体が触れ難いようになっている。
【００４６】
　また、本実施形態では、回動操作部材７６の中枠１４側への移動は、突出操作片８２が
ハンドルカバー２６に当接せしめられることによって制限されるようになっている。なお
、このように突出操作片８２がハンドルカバー２６に当接せしめられた状態下において、
連動軸７８における突出操作片８２が設けられたほうと反対側の端部は、外枠１２の裏側
の端面から突出していないことが望ましいが、外枠１２の裏側の端面から突出している場
合には、他のパチンコ機等に連動軸７８が当たらない程度の突出量であることが望ましい
。
【００４７】
　更にまた、図面上では明示されていないが、操作レバー３６における筒状部３８の内周
面には、径方向内方に突出する押圧突起が形成されており、かかる押圧突起が一軸回りに
揺動可能に配された押圧操作片９０に当接せしめられることによって、取付部３２に設け
られた発射停止スイッチ９２が、押圧操作片９０によって押圧操作されるようになってい
る。なお、発射停止スイッチ９２は、従来から公知のマイクロスイッチによって構成され
ている。
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【００４８】
　そこにおいて、押圧突起に押圧操作片９０が当接せしめられて発射停止スイッチ９２が
押圧操作されるのは、巻ばね６２による付勢力で操作レバー３６が回動可能な範囲の一端
側（始端側）に位置せしめられている状態であり、操作レバー３６が巻ばね６２の付勢力
に抗して回動操作された状態では、押圧突起は押圧操作片９０に当接しておらず、それに
よって、発射停止スイッチ９２が押圧操作されていない状態となる。なお、押圧操作片９
０の一部は、取付部３２に形成された切欠（図示せず）から径方向外方に突出せしめられ
ており、それによって、操作レバー３６が回動操作された状態で、押圧操作片９０におけ
る取付部３２から径方向外方に突出せしめられた部分を遊技者が押圧操作することによっ
て、発射停止スイッチ９２が押圧操作されるようになっている。
【００４９】
　このような構造とされたパチンコ機１０においては、遊技者が操作レバー３６を手で持
って回動操作することによって、図示しない発射制御回路において操作レバー３６の回動
量に対応した大きさの電流がロータリーソレノイド９４に通電されるようになっている。
これにより、ロータリーソレノイド９４の軸に固定された打球槌９６が、図示しない永久
磁石との間で作用する磁力に抗して回動せしめられる。その後、ロータリーソレノイド９
４への通電が行われなくなると、打球槌９６は、永久磁石との間で作用する磁力で初期位
置に戻り、それによって、発射レール９８に載置された遊技球が発射されるようになって
いる。そして、発射制御回路は、遊技者が操作レバー３６を手で持って回動操作している
限り、このようなロータリーソレノイド９４への通電およびその停止を繰り返すようにな
っており、それによって、遊技球が所定の間隔（本実施形態では、約０．６秒）毎に発射
されるようになっている。このことから明らかなように、本実施形態では、遊技者が操作
レバー３６を手で持って回動操作すること、即ち、タッチセンサ７２からの検出信号が入
力されている一方、発射停止スイッチ９２からの検出信号が入力されていないことが、遊
技球の発射条件となっている。
【００５０】
　一方、タッチセンサ７２と発射停止スイッチ９２の両方から検出信号が入力されている
場合（遊技者が操作レバー３６を手で持っているが、操作レバー３６を回動操作していな
い場合、或いは、遊技者が操作レバー３６を手で持って回動操作した状態で押圧操作片９
０を押圧操作した場合）や、タッチセンサ７２から検出信号が入力されていない一方、発
射停止スイッチ９２から検出信号が入力されている場合（遊技者が操作レバー３６を手で
持っていない場合）には、発射制御回路は、ロータリーソレノイド９４への通電を行わな
いようになっている。
【００５１】
　そこにおいて、本実施形態では、回動操作部材７６が備えている連動軸７８が支持軸４
８に形成された挿通孔７４に対して軸方向で移動可能に挿通されていると共に、回動操作
部材７６が操作レバー３６と一体的に回動可能とされていることから、回動操作部材７６
を遊技者側に引っ張り出して、遊技者が操作し易い位置で回動操作部材７６を操作するこ
とにより、操作レバー３６を回動操作することが可能となる。
【００５２】
　従って、本実施形態のパチンコ機１０においては、回動操作部材７６を軸方向で移動さ
せるという極めて単純な作業によって操作レバー３６の操作位置を容易に変更することが
可能となり、それによって、操作レバー３６の操作位置を速やかに変更することが可能と
なる。
【００５３】
　また、本実施形態では、操作レバー３６と回動操作部材７６の両方を、遊技球を発射す
る際の操作対象とすることが可能であることから、回動操作部材７６を遊技者側に引っ張
り出した状態で操作レバー３６を操作して遊技球を発射することも可能となる。これによ
り、操作レバー３６の操作位置の変更を一層速やかに行うことが可能となる。
【００５４】
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　更にまた、本実施形態では、回動操作部材７６を操作ハンドル２４内に引込めることが
可能となっていることから、操作レバー３６を直接に操作したい場合には、回動操作部材
７６を操作ハンドル２４内に引込めることによって、回動操作部材７６を片付けることが
可能となり、それによって、操作レバー３６を直接操作する場合に、回動操作部材７６が
操作レバー３６の回動操作の邪魔になり難いようにすることが可能となる。
【００５５】
　また、本実施形態では、操作レバー３６が回動操作部材７６によって直接に動かされる
ようになっていることから、回動操作部材７６を回動操作する場合であっても、操作レバ
ー３６を回動操作する場合と同様に、遊技球の発射強度を微調整することが可能となる。
【００５６】
　以上、本発明の実施形態について詳述してきたが、これはあくまでも例示であって、本
発明は、かかる実施形態における具体的な記載によって、何等、限定的に解釈されるもの
ではない。
【００５７】
　例えば、前記実施形態では、駆動源としてロータリーソレノイドが用いられたパチンコ
機に対して本発明を適用したものの一具体例が示されていたが、本発明は、駆動源として
電気モータが用いられたパチンコ機に対しても、適用可能である。図７には、駆動源とし
て電気モータが用いられているパチンコ機に対して本発明を適用した場合の回動操作部材
７６と他の部材との位置関係が示されている。このようなパチンコ機に本発明を適用する
場合、図面上では明示されていないが、回動操作部材７６における連動軸７８はワイヤ１
００を巻き取るための部材に挿通されており、操作レバー３８乃至は回動操作部材７６が
回動操作されることによってワイヤ１００に直結しているワイヤリング１０２が回転せし
められるようになっている。そして、このようにワイヤリング１０２が回転せしめられる
ことにより、巻ばね１０４の巻数が変化し、その結果、復元力が増減せしめられて、遊技
球の発射強度が調節されるようになっている。なお、理解を容易にするために、前記実施
形態と同様な構造とされた部材および部位については、図中に、前記実施形態と同一の符
号を付してある。また、電気モータを駆動源として用いた場合の遊技球の発射制御方法に
ついては周知であることから、その説明は省略する。
【００５８】
　更にまた、前記実施形態では、連動軸７８の一方の端部に設けられた突出操作片８２は
、ハンドルカバー２８の突出端において最も操作レバー３８側に位置せしめられるように
なっていたが、図８に示されているように、ハンドルカバー２８に形成された切欠１０６
内に収容位置せしめられるようにしても良い。この切欠１０６は、突出操作片８２が収容
可能な程度の幅寸法でハンドルカバー２８の頂点から操作レバー３６側に溝状に開口する
と共に、ハンドルカバー２８における操作レバー３６側の端部付近で操作レバー３６の回
動方向に少なくとも操作レバー３６の回動角度だけ溝状に開口するように形成されている
。これにより、突出操作片８２が最も操作レバー３６に近づいた位置において回動操作部
材７６を操作することが可能となり、その結果、操作レバー３６の操作位置を変更する際
の自由度を一層大きく確保することが可能となる。
【００５９】
　なお、切欠の形状は、図８に示されたものに限定されることなく、例えば、図９に示さ
れているように、ハンドルカバー２８を回動操作部材７６が回動可能な範囲の全体に亘っ
て切り欠くようなものであっても良い。そして、このような切欠１０８が形成されている
場合には、突出操作片８２が連動軸７８の軸方向の何れの位置で切欠１０８内に収容され
ていたとしても、回動操作部材７６を回動操作することが可能となり、それによって、操
作レバー３６の操作位置を変更する際の自由度をより一層大きく確保することが可能とな
る。
【００６０】
　また、前記実施形態では、回動操作部材７６を遊技者側に引っ張り出した際に、特定の
位置で固定することが出来ないようになっていたが、例えば、連動軸７８に対して軸方向
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の付勢力によって押し込まれる係止ピンを設けて、係止ピンがばね部材の付勢力で凹所に
押し込まれることによって回動操作部材７６が特定の位置で固定されるようにしても良い
。
【００６１】
　さらに、前記実施形態では、連動軸７８の断面は、略Ｄ字形状とされていたが、例えば
、楕円形や三角形，矩形等であっても良い。
【００６２】
　更にまた、前記実施形態では、連動軸７８の全体が軸方向に移動するようになっていた
が、例えば、同心軸上に配された複数の管体によって連動軸を構成し、内側の管体を軸方
向に引っ張って、内側の管体とその直ぐ外側の管体の相対変位量が最大になった場合に、
それら二つの管体が、更に直ぐ外側の管体に対して、一体となって相対変位せしめられる
ようにしても良い。この場合、連動軸それ自体が伸び縮みすることとなる。そして、この
ような伸び縮みする機構によって軸方向変位機構が構成されることとなる。
【００６３】
　その他、一々列挙はしないが、本発明は、当業者の知識に基づいて種々なる変更，修正
，改良等を加えた態様において実施され得るものであり、また、そのような実施態様が、
本発明の趣旨を逸脱しない限り、何れも、本発明の範囲内に含まれるものであることは、
言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の一実施形態としてのパチンコ機を示す斜視図である。
【図２】図１に示されたパチンコ機を構成する回動操作部材の中枠に対する位置関係を説
明するための平面図である。
【図３】図１に示されたパチンコ機を構成する回動操作部材の島設備に設けられたテーブ
ルに対する位置関係を説明するための側面図である。
【図４】図３におけるＩＶ－ＩＶ断面図である。
【図５】図４におけるＶ－Ｖ断面図である。
【図６】図１に示されたパチンコ機を構成する操作ハンドルとそれに組み付けられた操作
レバーを示す図面であって、ハンドルカバーが取り外された状態の正面図である。
【図７】駆動源として電気モータを用いているパチンコ機に本発明を適用した場合の回動
操作部材の他の部材に対する位置関係を説明するための平面図である。
【図８】図１に示されたパチンコ機を構成する操作ハンドルとそれに組み付けられた操作
レバーを示す図面であって、ハンドルカバーに切欠が形成されている場合を示す斜視図で
ある。
【図９】図１に示されたパチンコ機を構成する操作ハンドルとそれに組み付けられた操作
レバーを示す図面であって、ハンドルカバーに対して他の形状の切欠が形成されている場
合を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００６５】
１０　パチンコ機
１４　中枠
２４　操作ハンドル
３６　操作レバー
７４　挿通孔
７８　連動軸
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